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１．研究の背景と目的  

 我が国の平均寿命は年々伸び続け65歳以上の高齢

者人口は過去最高の 3,459 人となり，総人口に占める

割合（高齢化率）は 27.3％と日本はすでに超高齢化

社会へと突入している 1)．高齢化に伴い要支援・要介

護認定者数は急激に増加しており，高齢化に加え少

子化も進んでいる日本では 20～64 歳の働く世代，つ

まり高齢者を支える世代の割合が低下している．こ

のような状況を受け問題となっているのが2025年問

題である．約 800 万人いるとされる 1947～1949 年に

生まれた団塊の世代が後期高齢者となる2025年以降，

医療・介護費の増大，医師数と病床の不足，介護従事

者不足による介護難民や老々介護などの問題がさら

に深刻化すると言われており，これらの問題へ対応

することが喫緊の課題となっている 2)． 

 2025 年問題に対し医療・介護制度の見直しだけで

は対応しきれないため厚生労働省では，重度な要介

護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを人生の最後まで続けることができるよう住ま

い・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供され

る地域包括ケアシステムの構築を推進している 3)．

高齢化の進展状況は大都市部・町村部等の地域によ

って差が大きいため，地域の自主性や主体性に基づ

き保険者である市町村や都道府県が地域の特性に応

じて構築していくことが必要である．そこで本研究

では医療ビックデータである国民健康保険データベ

ース（KDB）のデータを用いて町字別に要介護認定

者の分布の可視化を行う．そして要介護認定者と介

護施設の職員数から地域の介護サービス状況につい

て数値化し，地域における介護サービスの需要・供給

バランスの実態を把握する． 

２．既往研究 

 KDBデータを活用し地域の健康増進を図る研究

はいくつか存在するが，国保データベースを活用し

た地域包括ケアシステム構築に関する研究はあまり

行われていない．それを受け本研究では，国保データ

ベースを用いることで町字という詳細な地域単位で

要支援・要介護認定者の暮らす地域環境の現状を数

値的に把握するという点に新規性が認められると考

える． 

３．分析概要  

 本研究で用いるデータは石川県小松市より提供さ

れた KDB システムより出力される「要介護（支援）

者突合状況」である．このデータには 75 歳以上の後

期高齢者で要支援・要介護認定を受けた人の情報が

記載されている．小松市は石川県南西部に広がる加賀平

野の中央に位置し，産業都市として発展した．面積は

371.05km2，2017年4月1日時点の全人口は108,582人であ

る．現在228の町字に区分される．小松市の高齢化は年々

進行しており，2015 年の高齢化率は 27.6％と全国平均の

26.6％よりも高い 4)． 

 本研究では平成27年9月に要支援1・要支援2・要介護

1・要介護 2 と認定され在宅介護サービスを利用している

後期高齢者2574人を分析の対象としている．要介護3以
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上となると生活全般で介護が必要なため介護施設に入所し

自分の住み慣れた地域を離れることとなる．本分析では要

介護3以上に悪化する前段階の後期高齢者を対象に，訪問

介護サービスの需要・供給バランスを把握する． 

４．分析の手順と結果  

 KDB データを用いて町字別に要介護認定者（要支

援１から要介護 2まで）の分布をGISで可視化する．

要介護認定者は各町から最も近い距離の訪問型介護

施設を利用すると仮定し，地域医療情報システム

（JMAP）より明らかとなった石川県小松市内の訪問

型介護施設 13 件それぞれの利用者総数を算出する．

そして各介護施設の利用者総数を常勤換算職員数で

除すことで介護職員一人当たりの介護サービス利用

者数が明らかとなる．なお常勤換算職員とは 

「常勤職員の人数」＋「
非常勤職員の勤務時間

常勤職員が勤務すべき時間
」 

で求められる職員数である． 

 KDBデータより明らかとなった要介護認定者の分

布と小松市内の訪問型介護施設13件をプロットした

ものを図-1へ示す．赤い地域は要介護認定者が多く，

最も多い町で 131 人の要介護認定者がいる．それに

対して要介護認定者数が 0 の町もあり，町字別での

要介護認定者数には大きな差があることがわかる．

図-2 は各介護施設における職員一人当たりの訪問型

介護サービス利用者数の多さを示している．円が大

きい施設ほど，職員一人が担う要介護認定者数が多

いことを示す．職員一人当たりの介護サービス利用

者数が多いところで 618 人，128 人である．一人当た

りの利用者数が最も少ないところで 5 人である． 

５．まとめと今後の課題  

 要介護認定者の分布と訪問型介護施設の職員数よ

り介護サービスの需要が供給を大幅に上回る地域が

明らかとなった．しかし介護サービスの需要度合い

は介護度レベル，要介護認定者の年齢などによって

異なる．また介護施設の職員に対してアンケートを

実施したので，今後は需要側と供給側の詳細な情報

を含めて介護サービスの需要・供給バランスについ

て地域ごとに把握する． 
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図-1 要介護認定者と訪問型介護施設の分布 
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